
- 第７回定期大会報告 -

11月30日(木)17時30分より、第７回定期大会を組合
事務室において開催いたしました。
今年度も書面の議決とし、書面議決書をご提出いた
だきました。その結果について、以下の通りご報告い
たします。

1.大会の成立
代議員総数10名中9名から書面議決書の提出があり、
本大会は成立しました。 

2.議事
第1号議案 2023年度運動方針（案）
賛成 ９ 反対 ０

第2号議案 規程改正（案）
賛成 ９ 反対 ０

第3号議案 2023年度一般会計予算（案）
賛成 ９ 反対 ０

第4号議案 2023年度組合基金会計予算（案）
賛成 ９ 反対 ０

すべての議案が、全会一致で可決されました。
代議員の皆さま、お忙しい中ご協力いただきありがと
うございました。
大会へメッセージを寄せていただいた団体を、裏面
でご紹介しております。
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定期大会を開催しました

「看護職員の育児短時間勤務制度改善についての要求書」に対する回答

新潟大学医歯学総合病院
看護部長 白砂由美子

2023年10月2日付け新潟大学旭町諸君組合からの「看護職員の育児短時間制度改善
についての要求書」について、以下のとおり回答いたします。

現在、育児短時間勤務者は勤務形態を考慮し、１名未満とした人員配置を行ってお
ります。育児短時間を取得している看護職員は120名程であり、看護職員全体の約
13％に該当いたします。産休、育休中の看護職員を含めると、約20％となります。ま
た、男性看護師の育児休暇も推進しており、今年度４名が取得しています。育児短時
間を取得している看護職員の90％は看護部クリニカルラダーⅢ以上であり、高い実践
力を有し部署でのリーダー的役割を担える人材です。子育て看護師が、役割を発揮し
ていただいていることは看護の質向上につながり、大変貴重な存在となっております。
看護部では、令和２年度より、育児と仕事を両立したキャリアパスについて検討が
開始され、子育て看護師が出産後もキャリアを継続し当院で働き続けられるような取
り組みを行っております。限られた人員の中で、子育て看護師とフルタイムの看護師
双方にとって働きやすい環境となるよう、部署内での補完体制の整備や、やりがいに
つながる働き方について検討を重ね、看護部全体で取り組んでおります。子育て看護
師のアンケートでは、部署の補完体制があると87％が回答しております。しかし、さ
らなる業務の効率化、応援体制の整備、多職種へのタスクシフトなど多くの課題があ
ることも認識しております。
今年度は、Covid-19に加えインフルエンザなどの罹患および濃厚接触者対応による
病休者が増加しています。子育て看護師、フルタイム看護師それぞれの勤務時間、労
働環境が遵守できるよう、補完体制の強化をさらに取り組んでいきたいと考えており
ます。やむを得ない場合も、その理由を明確に伝え、双方の合意のもとに行うこと、
言動についても看護師長会を通じて再度周知してまいります。
医療の高度化、患者の高齢化、業務の煩雑化等、医療現場の業務は増えています。
ご意見を踏まえ、すべての看護職員が安全で安心な医療・看護が提供できるよう、ま
た看護職員それぞれの働きやすい環境作りを目指し、職員の理解を得ながら継続的に
業務改善に取り組んで参りたいと思います。
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